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ＪＲ連合結成25年 政策課題
と組織課題のさらなる前進
を図り、これからも安全で
信頼されるＪＲを築こう！

JR連合

JR連合

八木代表幹事の団結ガンバローで2018春闘勝
利にむけ一丸となる 貨物鉄産労第31回中央委員会

ＪＲ西労組第36回中央委員会

ＪＲ北労組第15回拡大中央委員会

 JREユニオン第4回中央委員会

ＪＲ東海ユニオン第32回中央委員会

ＪＲ四国労組第31回定期本部委員会

ＪＲ九州労組第30回定期中央委員会

■
Ｊ
Ｒ
北
労
組

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
２
月
10
日
、

札
幌
市
内
に
お
い
て
、
第
15
回

拡
大
中
央
委
員
会
を
開
催
し
た
。

「
安
全
の
確
立
に
全
力
を
挙
げ
、

政
策
・
組
織
課
題
を
解
決
し
、

ま
と
も
な
労
働
者
の
総
結
集
で
、

民
主
化
闘
争
の
完
遂
を
め
ざ
そ

う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
、

当
面
の
活
動
方
針
を
決
定
し
、

誰
も
が
働
き
や
す
い
労
働
条
件

の
向
上
・
総
合
生
活
改
善
に
総

　

Ｊ
Ｒ
各
単
組
で
は
、
２
月
５
日
に
開
催
し
た
Ｊ
Ｒ
連
合
第
30
回

中
央
委
員
会
以
降
、
各
単
組
に
お
け
る
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、

今
春
季
生
活
闘
争
の
方
針
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
各
社
に
対
し

て
申
し
入
れ
を
行
い
、
２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
た
。

力
を
挙
げ
て
奮
闘
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

　

２
月
13
日
、
要
求
書
を
会
社

へ
提
出
し
、賃
金
引
上
げ
を
は
じ
め

と
す
る
労
働
条
件
改
善
や
職
場

改
善
な
ど
、
組
合
員
の
負
託
に

応
え
る
よ
う
要
求
の
前
進
、
改

善
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

■
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
２
月
９

日
、
都
内
に
お
い
て
、
第
４
回

中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
「
民

主
的
労
働
運
動
を
次
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
ビ
ッ
グ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
全
力
を

も
っ
て
組
織
拡
大
に
邁
進
し
よ

う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
、

当
面
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
、
冒

頭
挨
拶
に
立
っ
た
菅
野
一
位
中

央
執
行
委
員
長
は
「
基
準
内
賃

金
一
人
平
均
３
０
０
０
円
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ

会
社
社
員
の
賃
金
引
上
げ
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
」

こ
と
を
柱
と
す
る
方
針
を
提
起

し
、
全
員
参
加
の
運
動
を
呼
び

か
け
た
。

　

同
月
13
日
に
は
要
求
書
を
会

社
に
提
出
し
、
社
員
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
組
合
と
し
て
、
業

績
の
公
正
な
配
分
を
強
く
要
請

し
、
真
摯
な
議
論
、
誠
意
あ
る

回
答
を
求
め
た
。

■
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
２
月

６
日
、
静
岡
市
内
に
お
い
て
、

第
32
回
定
期
中
央
委
員
会
を
開

催
し
、
「
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
イ
最

終
年
度
！
『
み
ん
な
の
ユ
ニ
オ

ン
』
運
動
の
完
遂
に
向
け
総
力

で
取
り
組
み
、
組
合
員
・
家
族

の
幸
せ
を
実
現
し
よ
う
！
《
安

全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、
２
０

１
８
春
季
生
活
闘
争
『
ゆ
め
い

く
』
勝
利
、
さ
ら
な
る
組
織
強

化
・
拡
大
》
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
す
る
、
当
面
の
活
動
方
針
を

決
定
し
た
。

　

翌
日
７
日
、
２
０
１
８
春
季

生
活
闘
争
「
ゆ
め
い
く
」
開
始

を
告
げ
る
要
求
書
を
会
社
に
提

出
し
、
組
合
員
が
真
に
「
ゆ
と

り
」
「
豊
か
さ
」
を
実
感
で
き

る
労
働
条
件
の
確
立
を
め
ざ
し
、

５
年
連
続
と
な
る
ベ
ア
獲
得
を

は
じ
め
と
し
た
賃
金
引
上
げ
と

組
合
員
が
誇
り
と
や
り
が
い
を

も
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

■
Ｊ
Ｒ
西
労
組

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
２
月
８
日
、

大
阪
市
内
に
お
い
て
、
第
36
回

中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
当
面

す
る
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
、

「
組
合
員
と
家
族
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組

む
」と
し
、「
年
間
臨
給
方
式
は
、

労
使
の
信
頼
関
係
が
前
提
に
成

り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
今
次
春

季
生
活
闘
争
に
お
い
て
は
、
そ

の
意
義
を
再
認
識
す
る
よ
う
会

社
に
強
く
求
め
た
い
」
と
し
た
。

　

翌
日
９
日
に
春
季
生
活
闘
争

要
求
を
会
社
へ
申
し
入
れ
、「
賃

金
は
最
大
の
労
働
条
件
」
と
の

理
念
の
も
と
、
組
合
員
や
家
族

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
労
組
の
組
合

員
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
精

力
的
に
交
渉
を
展
開
し
て
い

く
。

■
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
２
月
９
日
、

香
川
県
内
に
お
い
て
、
第
31
回

定
期
本
部
委
員
会
を
開
催
し
、

当
面
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
に
つ

い
て
は
、
厳
し
い
環
境
下
で
も
、

定
期
昇
給
の
確
保
を
絶
対
条
件

と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
方
針
に
沿
っ

た
「
純
ベ
ア
３
０
０
０
円
を
含

む
月
例
賃
金
総
額
６
０
０
０
円

以
上
の
引
き
上
げ
」
を
掲
げ
、

制
度
・
政
策
要
求
等
も
合
わ
せ
、

総
合
生
活
改
善
闘
争
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

同
月
13
日
、
会
社
に
申
し
入

れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
方
針
の
も
と
、

総
合
生
活
改
善
闘
争
に
全
組
合

員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

■
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
２
月
９
日
、

福
岡
市
内
に
お
い
て
、
第
30
回

定
期
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８
・
「
職

場
の
働
き
方
改
善
提
言
」
に
基

づ
き
、
組
合
員
・
家
族
、
グ
ル
ー

プ
労
組
が
一
体
と
な
り
総
掛
か

り
の
闘
い
を
展
開
す
る
春
季
生

活
闘
争
方
針
を
含
む
、
当
面
の

活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

同
月
13
日
、
２
０
１
８
春
季

生
活
闘
争
方
針
に
基
づ
き
、「
２

０
１
８
年
度
新
賃
金
等
の
要

求
」
及
び
「
２
０
１
８
年
度

夏
季
手
当
の
要
求
」
を
会
社
へ

申
し
入
れ
、
中
期
労
働
政
策
ビ

ジ
ョ
ン
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１

８
」
及
び
「
職
場
の
働
き
方
改

善
に
む
け
た
提
言
」
で
掲
げ
た

到
達
目
標
等
の
具
現
化
に
む
け

て
交
渉
を
行
っ
て
い
く
。

■
貨
物
鉄
産
労

　

貨
物
鉄
産
労
は
、
２
月
９
日
、

大
阪
市
内
に
お
い
て
、
第
31
回

中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
当
面

す
る
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
に
つ

い
て
は
、
「
純
ベ
ア
３
０
０
０

円
」
「
期
末
手
当
年
間
４
・
５

箇
月
以
上
（
夏
季
２
・
１
箇
月

以
上
）」を
柱
に
、
高
年
齢
者
・

パ
ー
ト
社
員
の
賃
金
引
き
上
げ

や
総
合
生
活
改
善
等
の
要
求
を

掲
げ
て
取
り
組
む
。

　

同
月
13
日
に
は
会
社
に
要
求

書
を
提
出
し
、
18
年
間
預
け
て

い
る
ベ
ア
の
実
施
を
求
め
る
と

も
に
、
慢
性
的
な
要
員
不
足
に

陥
っ
て
い
る
各
ロ
ジ
会
社
の
実

態
を
踏
ま
え
た
、
人
材
確
保
に

つ
な
が
る
労
働
条
件
改
善
に
つ

い
て
も
取
り
組
む
。

◇

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組

は
も
と
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
労
組
、

そ
し
て
、
協
力
会
社
等
で
働
く

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の

諸
労
働
条
件
向
上
、
「
底
上

げ
・
底
支
え
」
「
格
差
是
正
」

の
実
現
に
む
け
た
春
季
生
活
闘

争
を
展
開
し
て
い
く
。
ま
た
、

「
春
季
生
活
闘
争
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー

ス
」
「
グ
ル
ー
プ
労
組
春
闘
Ｆ

Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
」
な
ど
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
展
開
に
も
注
力

し
て
い
く
。

　本紙・第５６４号の特集「民主化闘争」に掲載した
とおり、今月に入り、ＪＲ総連傘下のＪＲ東労組はベ
アの実施方法に関して会社と対立していることを理由
に、指名ストの準備を始めた。２月20日には厚生労働
省に対し、「公益事業に関する争議行為の予告」を行う
など、３月２日以降の実施にむけた準備を進めていた
が、２月24日になって、急遽、会社に対して、スト解
除を通知した模様。
　時系列で辿れば、１月31日付ＪＲ東労組申第13号
「『格差ベア』を無くし、全組合員一律定額のベース
アップを求める申し入れ」で「全組合員一律の定額ベ
アを実施すること。なお、『定額』以外の実施方法は
将来にわたっても行わないこと」と要求し、２月９日
の定期中央委員会を経て、「『格差ベア永久根絶』の
実現に向けた戦術行使の準備指令」がなされたことに
より、「指名スト」の準備が開始された。
　しかし、中央闘争委員会情報№２（２／16）によれ
ば、闘申１号を申し入れたが、「定額ベア」を「『所定
昇給額』を算出基礎にしないベア実施」などと要求を
切り替え、２月20日に行った争議行為の事前予告では、
「指名スト」ではなく、「非協力（自己啓発活動等）」と
なるなど、当初の主張や強硬な姿勢は鳴りを潜めた。
　一方、新聞報道などでは、数千人を遙かに超える大
量の脱退者が出ているということも報じられるように、
脱退が相次いでいるようだ。
　そして、２月24日になり、会社側にスト解除を通知
したということに至る。
　今回のスト騒動を含め、ＪＲ東日本で起こる現下の
「ベースアップ」を巡る動向については、本紙・特集
「民主化闘争」やＪＲ連合ＨＰに掲載する「民主化闘
争情報」などで、詳細な情報展開を行っていく。

挨
拶
に
た
っ
た
八
木
大
星
代
表

幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
・
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
労
組
執
行
委
員
長
）

は
、
「
グ
ル
ー
プ
会
社
の
さ
ら

な
る
成
長
と
発
展
に
む
け
て
は
、

将
来
同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
を

も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
働
者
に
相
応

し
い
労
働
条
件
の
実
現
が
不
可

欠
で
あ
る
。
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
労
働
者
と
そ
の
家
族
の

幸
せ
実
現
に
む
け
て
、
グ
ル
ー

　

２
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

労
組
連
絡
会
は
大
阪
市
内
で
２

０
１
８
春
闘
総
決
起
集
会
を
開

催
し
た
。
集
会
に
は
、
グ
ル
ー

プ
労
組
の
代
表
な
ど
２
０
０
人

が
出
席
し
、
賃
金
の
維
持
・
向

上
、
総
合
生
活
改
善
に
む
け
た

労
働
条
件
向
上
、
組
織
化
を
含

め
た
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改

善
な
ど
に
、
グ
ル
ー
プ
93
単
組

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
を
再
確
認
し
た
。

　

冒
頭
、
幹
事
会
を
代
表
し
て

プ
93
単
組
が
一
丸
と
な
っ
て
、

と
も
に
闘
っ
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
松

岡
裕
次
会
長
が
出
席
し
、
「
２

０
１
８
春
季
生
活
闘
争
で
は
、

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
で
浸

透
し
た
『
底
上
げ
・
底
支
え
』

『
格
差
是
正
』
の
う
ね
り
を
さ

ら
に
大
き
く
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、

「
要
求
し
な
け
れ
ば
会
社
は
労

働
条
件
を
改
善
し
な
い
。
ま
ず

は
、
全
単
組
で
会
社
へ
要
求
書

を
提
出
し
、
協
議
す
る
こ
と
が

重
要
だ
」
と
奮
起
を
促
し
た
。

　

そ
の
後
幹
事
会
か
ら
、
Ｊ
Ｒ

連
合
第
30
回
中
央
委
員
会
で
決

は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
取
り
巻

く
厳
し
い
経
営
環
境
や
職
場
実

態
等
の
窮
状
が
報
告
さ
れ
る
と

と
も
に
、
今
次
春
季
生
活
闘
争
に

対
す
る
強
い
決
意
が
示
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
93
単
組

が
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

展
開
す
る
と
し
た
「
集
会
ア
ピ
ー

ル
」
を
採
択
し
、
八
木
代
表
幹

事
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
２
０

１
８
春
闘
勝
利
に
む
け
た
気
勢

を
あ
げ
た
。

定
し
た
グ
ル
ー

プ
労
組
２
０
１

８
春
季
生
活
闘

争
方
針
の
概
要

に
つ
い
て
提
起

し
、
各
単
組
の

積
極
的
な
取
り

組
み
を
要
請
し

た
。
続
い
て
行

わ
れ
た
各
分
科

会
代
表
者
に
よ

る
決
意
表
明
で

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会 

２
０
１
８
春
闘
総
決
起
集
会

93
単
組
が
一
丸
と
な
っ
て

２
０
１
８
春
闘
勝
利
に
取
り
組
む

ＪＲ総連・ＪＲ東労組のスト騒動
格差ベア根絶を求め指名スト準備も

突然のスト解除

ＪＲ総連・ＪＲ東労組のスト騒動
格差ベア根絶を求め指名スト準備も

突然のスト解除

Ｊ
Ｒ
各
単
組
・
春
季
生
活
闘
争
申
し
入
れ

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
が
本
格
ス
タ
ー
ト
す
る

Ｊ
Ｒ
各
単
組
・
春
季
生
活
闘
争
申
し
入
れ

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
が
本
格
ス
タ
ー
ト
す
る
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第６回女性役員意見交換会
女性の組合活動への
         参画について

意見交換

ＪＲ西日本カスタマーリレーションズ労働組合グループ
労組紹介 （ＪＲ西日本連合）

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
カ
ス
タ
マ
ー
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ
労
働
組
合
は
、
２
０
１
１

年
５
月
に
結
成
し
、
総
組
合
員
数
２

１
０
人
の
単
一
責
任
組
合
と
し
て
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
カ
ス
タ
マ
ー
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ
」
は
２
０
０
９
年
に
設
立

し
た
若
い
会
社
と
な
り
ま
す
が
、
神

戸
・
尼
崎
・
広
島
の
３
つ
の
事
業
部

が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
組
織
の
一

つ
で
あ
る
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
お
客
様
セ

ン
タ
ー
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
」
の

運
営
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
非
対
面
型
窓

口
を
担
う
会
社
と
し
て
、
お
客
様
満

足
（
Ｃ
Ｓ
）
を
支
え
、
お
客
様
と
Ｊ

Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
と
の
架
け
橋
と

し
て
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

議
論
を
行
い
な
が
ら
、改
善
・
解
決

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
労
組
で
は

あ
り
ま
す
が
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の

ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
私
た
ち

が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、
長

期
に
わ
た
り
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
賃
金
体
系
の
構
築
や
、
女
性
が

結
婚
出
産
後
も
活
躍
で
き
る
環
境
作

り
、
多
様
化
す
る
働
き
方
へ
の
対
応

等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
は

一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
労
使
で
建
設
的
な

京都駅ビル大階段駆け上り大会後の懇親会で盛り
上がる

特　集
脱
退
者
９
千
人
に
の
ぼ
る

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
大
誤
算
・
組
織
を
揺
る
が
す
大
事
態

民
主
化
闘
争 

29

除
」
を
決
定
し
た
。
同

情
報
で
は
、
ス
ト
権
確

立
・
行
使
へ
と
動
い
た

理
由
が
あ
た
か
も
解
消

さ
れ
た
か
の
よ
う
に
報

じ
て
い
る
が
、Ｊ
Ｒ
東

日
本
会
社
は
、
会
社
と

組
合
と
の
間
で
そ
の
よ

う
な
合
意
や
認
識
の
一

致
を
確
認
し
た
事
実
は

な
い
こ
と
を
25
日
付
の

社
内
向
け
の
「
勤
労
速

報
」
で
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に

避
す
る
こ
と
に
躍
起
に
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
依
然
ス
ト
権

そ
の
も
の
は
確
立
し
た
状
態
の

ま
ま
で
あ
り
、
未
だ
執
行
部
に

握
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組

は
、
執
行
部
の
判
断
に
よ
っ
て
、

も
う
自
滅
へ
の
階
段
を
転
げ
落

ち
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
既
に
脱
退
し

た
９
千
人
と
、
さ
ら
に
増
え
る

脱
退
者
ら
を
い
ち
早
く
救
済
し
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
民
主
化

闘
争
完
遂
に
向
け
て
運
動
を
展

開
し
て
い
く
。

争
解
除
指
令
が
発
せ
ら
れ
た
根

拠
を
伝
え
る
第
45
号
ま
で
異
常

な
頻
度
で
闘
争
委
員
会
Ｆ
Ａ
Ｘ

速
報
な
ど
を
発
信
し
て
お
り
、

会
社
批
判
を
繰
り
返
し
つ
つ
、

極
左
過
激
派
色
を
漂
わ
せ
る
個

人
攻
撃
や
、
自
ら
の
主
張
の
正

当
化
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。

23
日
の
団
体
交
渉
後
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
が

組
合
の
主
張
に
沿
っ
た
回
答
を

行
い
確
認
（
合
意
）
し
た
旨
を

「
中
央
闘
争
委
員
会
情
報
」で
発

信
し
、
こ
れ
を
理
由
に
24
日
、

突
如
と
し
て「
ス
ト
権
行
使
解

Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
全
く
想
定
し
得

な
か
っ
た
大
誤
算
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
の
脱

退
は
、
２
月
24
日
に
ス
ト
権
行

使
解
除
指
令
が
発
信
さ
れ
た
以

降
も
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な

い
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
脱
退

の
波
は
現
場
に
も
広
が
り
を
見

せ
、
現
場
の
管
理
職
層
の
組
合

員
の
脱
退
や
、
若
手
組
合
員
を

中
心
と
し
た
動
き
も
あ
る
ら
し

く
、
と
あ
る
現
場
で
は
、
職
場

の
全
員
が
脱
退
し
た
と
の
情
報

も
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
４
万

６
千
人
の
組
織
人
員
の
約
２
割

が
脱
退
す
る
よ
う
な
状
況
は
こ

れ
ま
で
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
。
脱
退
に
よ
っ
て
組

織
人
員
が
減
れ
ば
、
当
然
、組
合

費
収
入
に
も
直
結
し
、
運
動
に

影
響
が
出
て
く
る
こ
と
と
な
り
、

組
織
そ
の
も
の
を
揺
る
が
す
事

態
に
な
る
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、

今
後
、
浦
和
電
車
区
事
件
の
被

告
ら
美
世
志
会
の
メ
ン
バ
ー
を

抱
え
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、

本
部
や
地
本
で
抱
え
る
多
く
の

組
合
専
従
役
員
体
制
を
維
持
で

き
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ

東
労
組
内
に
影
響
力
を
行
使
し

う
る
立
場
に
相
当
浸
透
し
て
い

る
革
マ
ル
派
に
と
っ
て
も
看
過

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
昨
年
の
春
季

生
活
闘
争
に
お
け
る
ス
ト
権
確

立
お
よ
び
今
年
の
ス
ト
権
行
使

に
む
け
た
動
き
は
、
「
バ
ト
ン

ゾ
ー
ン
の
た
た
か
い
」
「
Ｊ
Ｒ

改
革
」
と
Ｊ
Ｒ
東
労
組
自
ら
が

言
う
よ
う
に
、
昭
和
採
用
者
か

ら
平
成
採
用
者
へ
の
運
動
の
継

承
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
革
マ
ル

派
創
設
時
の
副
議
長
で
元
委
員

長
の
松
崎
明
氏
（
故
人
）
の
労

働
運
動
の
継
承
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
に

お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
昨

年
確
立
し
た
ス
ト
権
を
そ
の
ま

ま
行
使
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

会
社
と
の
交
渉
に
臨
も
う
と
し

た
が
、
大
き
な
誤
算
が
あ
っ
た
。

関
係
者
に
よ
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
か
ら
の
脱
退
の
動
き
は
、
本

社
や
支
社
の
非
現
業
職
場
を
は

じ
め
と
し
て
起
こ
り
、
さ
ら
に

は
現
業
職
場
に
も
拡
大
し
、
既

に
９
千
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
と

の
情
報
も
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
会
社
は
、
会
社
の
内
外

に
経
緯
や
考
え
方
な
ど
を
説
明

し
理
解
を
求
め
る
な
ど
、
積
極

的
な
動
き
を
見
せ
て
き
た
。
こ

の
大
量
脱
退
と
こ
れ
ま
で
に
な

い
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
の
姿
勢
は
、

で
き
な
い
事
象
と
思

わ
れ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
焦

り
は
相
当
な
も
の
で
、

自
組
織
の
運
動
へ
の

批
判
の
目
を
そ
ら
し
、

加
速
す
る
脱
退
の
動

き
に
歯
止
め
を
か
け

よ
う
と
し
て
い
る
。

東
京
地
本
は
２
月
９

日
に
闘
争
準
備
指
令

を
伝
え
る
第
８
号
か

ら
、
同
月
26
日
に
闘

は
も
う
良
識
あ
る
労
働
組
合
と

し
て
の
分
別
は
な
い
。
い
つ
ま

で
組
合
員
不
在
の
運
動
を
行
う

つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
な
り
ふ
り

か
ま
わ
ず
組
合
員
に
虚
偽
宣
伝

ま
で
行
い
、
ス
ト
権
行
使
を
回

　

２
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
和

歌
山
市
内
で
第
６
回
女
性
役
員

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
当

日
は
、
各
単
組
か
ら
女
性
役
員

28
人
が
出
席
し
、
各
単
組
に
お

け
る
男
女
平
等
参
画
推
進
の
取

り
組
み
や
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
次
世

代
育
成
支
援
制
度
等
に
つ
い
て

共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
組
合

活
動
へ
の
参
画
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
１
月
18
日
に
新
中
期

労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
Ｐ
Ｔ

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

部
会
で
講
演
い
た
だ
い
た
松
田

文
子
大
原
記
念
労
働
科
学
研
究

所
特
別
研
究

員
の
講
演
内

容
に
つ
い
て
、

北
村
公
次
労

働
政
策
部
長

が
説
明
を
行

い
、
課
題
認

識
を
共
有
し

た
。
そ
の
後
、

３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て

意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
組
合
活
動

に
お
け
る
男
女
平
等
参
画
推
進

に
む
け
た
課
題
と
し
て
、
役
員

を
頼
み
に
く
い
と
い
っ
た
悩
み

や
子
連
れ
で
も
活
動
に
参
加
し

や
す
い
環
境
整
備
が
挙
げ
ら
れ
、

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
に
関
す
る
課
題

や
女
性
社
員
が
増
加
し
業
務
範

囲
が
拡
大
す
る
中
で
女
性
用
設

備
の
整
備
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
実
態
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
当
日
出
さ
れ

た
意
見
等
を
踏
ま
え
、
男
女
平

等
参
画
推
進
委
員
会
及
び
新
中

期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
Ｐ

Ｔ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
部
会
に
お
い

て
、
課
題
解
決

に
む
け
た
議
論

を
行
う
と
と
も

に
、
女
性
役
員

意
見
交
換
会
を

定
期
的
に
開
催

し
、
女
性
役
員

の
育
成
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

２
月
16
日
、
連
合
は
都
内
に

お
い
て
「
連
合
政
策
・
制
度
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
連
合
フ
ォ
ー

ラ
ム
）
」
設
立
総
会
を
開
催
し

た
。
衆
参
の
国
会
議
員
１
５
２

人
が
趣
意
書
に
賛
同
し
、
当
日

は
構
成
組
織
・
地
方
連
合
会
な

ど
含
め
、
総
勢
約
２
７
０
人
が

出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
神
津
里
季
生
連
合
会

長
は
挨
拶
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で

の
連
合
運
動
の
歴
史
的
経
緯
を

踏
ま
え
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
立

趣
旨
に
加
え
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

枠
組
み
を
活
用
し
た
「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
実

現
へ
の
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
「
昨
年
秋
、
混
沌
の

中
で
不
本
意
な
事
態
を
迎
え
た

が
、
諦
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
生
じ
た
閉
塞
感
を
断
ち
切

り
、
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
を
見

据
え
た
運
動
に
邁
進
し
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
井
出

英
策
慶
應
義
塾
大
学
教
授
は
、

「
こ
の
連
合
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
人

間
が
人
間
で
あ
る
た
め
の
条
件

を
つ
く
っ
て
い
く
最
後
の
生
命

線
だ
」
と
述
べ
、
連
合
フ
ォ
ー

ラ
ム
へ
の
期
待
を
寄
せ
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
一
同
で
趣

意
書
の
確
認
を
行
い
、
設
立
総

会
を
終
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
連
合
傘
下
の

一
員
と
し
て
、
連
合
の
政
策
制

度
要
求
の
実
現
に
む
け
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。
当
面

す
る
課
題
は
、
今
国
会
で
審
議

さ
れ
て
い
る
「
働
き
方
改
革
関

連
法
案
」
へ
の
対
応
な
ど
山
積

し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
、

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
」
実
現
を
め
ざ
し
て
設
立

し
た
連
合
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
基
盤

と
し
て
、
国
会
議
員
と
の
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
と
い
う
特

性
上
、
３
６
５
日
、
部
署
に
よ
っ
て

は
24
時
間
の
運
営
と
な
る
た
め
、
出

勤
時
間
・
出
勤
日
数
等
、
様
々
な
働

き
方
が
存
在
し
、
個
々
人
で
仕
事
に

求
め
る
ニ
ー
ズ
も
異
な
り
ま
す
。

　

組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
希
望
を
丁

寧
に
把
握
す
る
た
め
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
何
よ
り
も

組
合
員
と
の
対
話
を
重
視
し
て
取
り

2月24日「ＴＢＳ ＮＥＷＳ」より

全国から28人もの女性役員が集結

フォーラム設立に政策実現への決意を新
たにする神津連合会長

連
合
フ
ォ
ー
ラ
ム
設
立

国
会
議
員
と
の

政
策
連
携
体
制
を
確
立

2月25日
10時18分配信
「YOMIURI ONLINE」
より


